
　日本惣菜協会「2024年版惣菜白書」によれば、2023
年の惣菜市場規模は10兆 9,827億円と、新型コロナ禍
前の2019年（10兆3,200億円）比で6.4％拡大している。
なかでも、麺につゆと具材をセットした調理麺のカテゴ
リーでは、2019年の 6,877億円から2023年には１兆
81億円と急成長しており、市場における存在感が高まっ
ている。
　こうしたなか、そばやうどんなどの調理麺をはじめ、
グラタン、ラザニア、スープ類などバラエティ豊かな商
品を展開しているのが、埼玉県草加市の草加柿木地区産
業団地（柿木フーズサイト）に本社を構えるデリモだ。
現在では北は青森県から西は愛知県に至る110チェーン
ものスーパーマーケットを通じて、年250アイテムほど
のこだわりの新商品を提供している。同社創業の経緯か
ら現在の取り組み、将来の展望などについて栗田美和子
社長にお話をうかがった。
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　1955年、富山県生まれ。日本大学在学中に知り合った栗田晴巳氏と卒業後に結婚し、晴巳氏の父・秀二氏が社長を務めていた栗田製麺所の仕事をサポー
トすることとなる。2012年４月、２代目社長の晴巳氏から経営を引き継ぎ、現職に就任。現在は代表取締役専務を務める長男・慶太郎氏を後継者として、
2025年４月の社長交代に向け準備を進めている。
　2020年 6月、埼玉県生産性本部会長就任。2021年、埼玉県の女性経営者･幹部を対象とした異業種交流グループであるサイタマ・レディース経営者クラ
ブ会長就任。趣味とする旅行では幹事役を率先して引き受け、国内外問わずさまざまなメンバーとの旅を企画し楽しむ。

　会社の発展を確実にするため、移転を決断

── 新しい本社・工場はとても広くて清潔感があ
りますね。いつ頃こちらに移転されたのでしょうか。
　越谷市大沢にあった旧本社・工場から、こちらの
草加柿木地区産業団地（柿木フーズサイト）へ移
転してきたのは2022年２月です。柿木フーズサイ
トは2017年６月に埼玉県と草加市が事業化してお
り、業容の拡大によって工場が手狭になってきてい
たのと、時代の変化とともに周辺が住宅地へ変貌し
て工場としての立地にそぐわなくなっていたことか
ら移転することを決めました。
　移転に際して一番懸念されたことは、今いる従業
員たちが移転後もついてきてくれるかどうかという

ことでした。互いに気心の知れた熟練の従業員たち
が一緒についてきてくれないと、新工場はスムーズ
に稼働できませんので、立地はやはり最重要ポイン
トでした。また、もう1つ懸念されたのは、工場
で使用する水の問題でした。私たちのような食品
関連の工場は “水商売 ”とも言われ、大量の水を使
用します。使用量が比較的少ない秋冬の時期でも
約600トン、繁忙期の夏場であれば約700トンも
の水を１日当たりで使用します。越谷市の旧本社・
工場には敷地内に井戸がありましたので、上水道と
半々の割合で使用していましたが、埼玉県はごく一
部の地域を除いて、新たに井戸を掘ることは認めら
れていませんので、使用量のすべてを上水道でまか
なおうとするとコストが膨らんでしまうことが課題
でした。

──既存の従業員が通勤可能で、かつ事業継続に不
安がない場所がこの草加柿木フーズサイトだったと
いうわけですね。
　旧本社・工場の最寄り駅は東武スカイツリーラ
インの北越谷駅でしたが、この柿木フーズサイト
の最寄り駅はＪＲ武蔵野線の越谷レイクタウン駅
であり、北越谷駅からも３つ目の駅ということで、
電車通勤の従業員たちにとっても十分通えるエリ
アです。
　また、工業用水なので上水道より料金が安く、繁
忙期に最大量を使用したとしても、コスト面で心配
ありません。年に1回、８月の浄水場のメンテナ
ンス日だけ水供給がストップしてしまいますが、そ
の日は協力工場へ全面的に委託することで乗り切る
ことができます。工業用水とはいっても飲料に適し
た水質に浄化することができ、私たちの工場での使
用にも適合することから、この新たな工業団地に
3,000坪を購入し、移転を決断しました。旧本社・
工場にいたときは、原材料を運んできたトラックの
搬入口と、調理麺や惣菜を出荷する搬出口が一緒だ
ったため効率が悪く、日頃から別々にする必要性を
感じていましたので、移転を機に本社工場を囲むよ
う１周できるルートを設け、出入りする大型トラッ
クがスムーズに通行できるようにもなりました。
　
　商売を見出すことに長けていた創業者

──ご創業の経緯について教えてください。
　創業者の義父・栗田秀二は、戦前に徴兵されて満
州に出兵したそうです。戦後、その満州から引き揚
げてきて、草加市瀬崎町で米屋を営んでいた実家に
戻っています。当時は極端な食料難の状態に陥って

　

栗田　美和子 氏
株式会社デリモ
代表取締役社長　

高い商品開発力でもっと手軽に、
もっと楽しい食事を届けるデリカカンパニー

おり、米や小麦は配給制となって、国民はあらかじ
め国から支給された配給切符との引き換えで食料を
手に入れていた時代。米であればそのまま炊くだけ
でいいのですが、小麦の場合は麺に加工するひと手
間がかかります。そこで義父は、配給切符を引き取
って麺を渡す形の製麺業を1948年９月から始めた
のです。
　世情が落ち着き、配給制度による統制は次第に緩
やかになっていくなかで、製麺業としての地歩が固
まっていき、工場が手狭になったことで、62年に
は拠点を越谷市へ移しています。義母の実家が越谷
で、分けてもらった土地に新たな工場を建てたそう
です。義父は商機を見出すことに長けていた人で、
学校給食でパン食が始まった63年に、ソフト麺を
使ってもらうよう自治体に掛け合ったことで、越谷
市をはじめ県東部地域の各学校給食にソフト麺を提
供する「学校給食指定工場」の認定を受けることが
できたのです。その後、当社が加盟していた地元「生
めん組合」所属の同業他社も学校給食に参入し始め
ました。各社の力を結束することの重要性に気が付
いた義父が旗振り役となり、65年には埼玉県学校
給食めん類協同組合を発足し、県内全体で麺給食を
提供するよう、盛り上げていったそうです。
──順調な事業の拡大ぶりがうかがえますね。
　60年 11月には有限会社栗田製麺所として法人
化した後、資金調達を強化する狙いもあって67年
には株式会社化しています。71年には新工場が完
成し、当時としては画期的なバケット式の全自動茹
で麺機を導入しています。その後も麺類製造のパイ
オニアとして積極的な設備投資を進め、全自動茹で
麺機の性能に合わせた自動茹で麺個包装機や、一度
に1,000食分の小麦粉を練ることができる自動ミ
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し、ボトムの冬場には１万食にまで落ち込んでいま
した。生産設備や人手はピーク時に合わせて整備す
ると、ボトム時には持て余すことになってしまい、
そうしたギャップの解消が長年に亘る経営課題とな
っています。
──年間を通して販売量を平準化させるためには、
商品開発が重要になりますね。
　現在では年間 250 近くの新商品を開発していま
す。そうした商品開発の根底にあるのが、「『不』の
解消」「1/1 の商品創り」「感動分岐点を超える」と
いう 3 つの考え方です。
　「不」の解消とは、社会に存在する不安、不便、
不満を解消する新しい価値の創造によって、オンリ
ーワンの商品開発を目指すということ。1/1 の商品
創りとは、製造現場において目の前を通る商品の 1
つひとつは、１日に製造する 12 万食のうちの１食
ではなく、それぞれのお客様にとっての 1/1 の食
事であり、常にベストな商品を提供するというマイ
ンドを大事にするということ。そして感動分岐点を
超えるとは、お客様が購入された価格を大きく上回
る価値を実感していただける商品開発を続けていく
ということを意味します。
　感動分岐点は価値創造指標として、価値基準を明
文化しています。価値レベルをレベル１「一般的に
並ぶ惣菜と同等レベル」から、MAX「１つ星レベ
ルの飲食店と同等以上の品質」までの６段に分類し
ています。その要素を見た目、おいしさ、原料など
の項目ごとに分けて定義し、価値レベルを “ 見える
化 ” しています。デリモブランド商品の卓越性を高
めることは、この項目ごとの価値レベルを高めるこ
とと定め、価値創造を高める活動をしています。 
──最近はどのような商品に人気がありますか。
　最近は、地域性を活かしながら手軽に有名店の味
を堪能することができる商品が人気です。埼玉県川
越市の人気つけ麺専門店「頑

がんじゃ

者」さんと開発した、「頑
者」の特長である濃厚さを保ちながら、キレのある
スープを合わせた「冷やしつけ麺」をはじめ、東京・
八王子のラーメン老舗店「みんみんラーメン本店」
さんとの「八王子ラーメン」や、埼玉県川島町の「中
華そば四つ葉」さんとの「絶品蛤塩ラーメン」など、

人気店に監修していただいた商品がよく売れていま
す。「絶品蛤塩ラーメン」は、日本食糧新聞社主催「フ
ァベックス惣菜・べんとうグランプリ 2022」でも
最高賞となる金賞を受賞しています。
　かつては、298 円の商品が約 8 割を占めていた
時代もありましたが、今は主力の 348 円の商品が
約 6 割を占め、398 円の商品、498 円の商品と続
く構成になっています。498 円の商品は有名店監
修シリーズが中心であり、商品全体の高付加価値化
にもつながっています。

　新ブランド「デリモ」に込められた思い

──「デリモ」を立ち上げられた経緯について教え
てください。
　本社・工場移転と新ブランド立ち上げに際しては、
かなり思い切った投資を行ったと私自身も認識して
います。従業員の雇用を守り、会社を発展させて行
かなくてはなりませんので、それに必要なものが何
かということを熟考したうえでたどり着いたのが、

した。84 年には新規に調理麺機の導入も行なって
います。その後、大手コンビニエンスストアから製
造依頼を受けたうえ、食事に手軽さを求めるライフ
スタイルへの移行とも相まって、調理麺が爆発的に
売れるようになり、当社の主力商品も次第に袋麺か
ら調理麺へとシフトしていきました。
　ちなみにソフト麺の学校給食事業は、近年は少子
化による事業縮小傾向が強まっていたうえ、夏休み
期間などの提供休止期間もあり、年間を通じた従業
員の労働環境をどう安定させるかという課題を抱え
ていましたので、そうした状況を踏まえ、2013 年３
月をもって学校給食事業から完全撤退しています。

　課題は夏場と冬場の販売量ギャップ

── 改めて調理麺事業の特徴について教えてくだ
さい。
　調理麺の大きな特徴は季節によって需要が大きく
変動することです。調理麺は暑い時期になっていく
のに従って、のどごしがよく、涼しさを感じられる
冷たい麺類の販売量が一気に伸びます。この時期は
ご飯モノの弁当類はお客様から敬遠されがちで、ど
このコンビニエンスストアやスーパーマーケットの
惣菜コーナーへ行っても一人勝ち状態、黙っていて
も売れる時期です。逆に、気温が下がっていく、秋
から冬にかけては需要が減っていきます。温かいも
のが好まれるようになり、弁当をはじめ、他の売れ
筋の惣菜との間に埋没してしまいがちです。
　調理麺事業に進出した初期の頃は、ピーク時であ
る夏場の１日当たりの出荷量が６万食あったのに対

キシング機などを相次いで導入していきました。
　当時の主力は生ラーメンや生うどん、生そばと
いった個々の生麺をパッケージした袋麺で、高度
経済成長期ということもあって需要が右肩上がり
で伸びていきました。また、自社物流による個店
に対するルートセールス力を活かし、他社の商品
の委託販売まで請け負うようになっていきました。
ただ、全国展開する量販店がどんどん力を付けて
いた時代でもあり、大手が物流センターによる配
送効率化を図るようになり、そうしたなかで、当
社の強みであった個店配送が利益を出しにくい厳
しい状況へと変わっていき、次第に苦しい状況へ
追い込まれていったのです。

　関東エリアで初めて調理麺を手がける

──事業環境が次第に厳しくなるなかで、どのよう
なことに取り組まれたのでしょうか。
　89 年９月に２代目社長に就任した夫・晴巳が目
を付けたのが、麺とつゆ、そして具材を組み合わせ
た調理麺でした。調理麺はすでに 70 年代半ばに東
京・五反田にあった東洋食品が、紙製の容器に茹で
そばを８分割して入れた「わりこ蕎麦」という商品
を新幹線の車内で販売していました。それを見た兵
庫県の機械メーカーが、機械化して大量生産を始め
たのが調理麺のルーツだそうです。
　その関西で調理麺の製造方法を学び、関東の市場
で受け入れられるよう、蕎麦やうどんのつゆを薄口
から濃口に変えるといった工夫をしながら、当社が
80 年代前半に関東で初めて調理麺の製造を始めま
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し、ボトムの冬場には１万食にまで落ち込んでいま
した。生産設備や人手はピーク時に合わせて整備す
ると、ボトム時には持て余すことになってしまい、
そうしたギャップの解消が長年に亘る経営課題とな
っています。
──年間を通して販売量を平準化させるためには、
商品開発が重要になりますね。
　現在では年間 250 近くの新商品を開発していま
す。そうした商品開発の根底にあるのが、「『不』の
解消」「1/1 の商品創り」「感動分岐点を超える」と
いう 3 つの考え方です。
　「不」の解消とは、社会に存在する不安、不便、
不満を解消する新しい価値の創造によって、オンリ
ーワンの商品開発を目指すということ。1/1 の商品
創りとは、製造現場において目の前を通る商品の 1
つひとつは、１日に製造する 12 万食のうちの１食
ではなく、それぞれのお客様にとっての 1/1 の食
事であり、常にベストな商品を提供するというマイ
ンドを大事にするということ。そして感動分岐点を
超えるとは、お客様が購入された価格を大きく上回
る価値を実感していただける商品開発を続けていく
ということを意味します。
　感動分岐点は価値創造指標として、価値基準を明
文化しています。価値レベルをレベル１「一般的に
並ぶ惣菜と同等レベル」から、MAX「１つ星レベ
ルの飲食店と同等以上の品質」までの６段に分類し
ています。その要素を見た目、おいしさ、原料など
の項目ごとに分けて定義し、価値レベルを “ 見える
化 ” しています。デリモブランド商品の卓越性を高
めることは、この項目ごとの価値レベルを高めるこ
とと定め、価値創造を高める活動をしています。 
──最近はどのような商品に人気がありますか。
　最近は、地域性を活かしながら手軽に有名店の味
を堪能することができる商品が人気です。埼玉県川
越市の人気つけ麺専門店「頑

がんじゃ

者」さんと開発した、「頑
者」の特長である濃厚さを保ちながら、キレのある
スープを合わせた「冷やしつけ麺」をはじめ、東京・
八王子のラーメン老舗店「みんみんラーメン本店」
さんとの「八王子ラーメン」や、埼玉県川島町の「中
華そば四つ葉」さんとの「絶品蛤塩ラーメン」など、

人気店に監修していただいた商品がよく売れていま
す。「絶品蛤塩ラーメン」は、日本食糧新聞社主催「フ
ァベックス惣菜・べんとうグランプリ 2022」でも
最高賞となる金賞を受賞しています。
　かつては、298 円の商品が約 8 割を占めていた
時代もありましたが、今は主力の 348 円の商品が
約 6 割を占め、398 円の商品、498 円の商品と続
く構成になっています。498 円の商品は有名店監
修シリーズが中心であり、商品全体の高付加価値化
にもつながっています。

　新ブランド「デリモ」に込められた思い

──「デリモ」を立ち上げられた経緯について教え
てください。
　本社・工場移転と新ブランド立ち上げに際しては、
かなり思い切った投資を行ったと私自身も認識して
います。従業員の雇用を守り、会社を発展させて行
かなくてはなりませんので、それに必要なものが何
かということを熟考したうえでたどり着いたのが、

した。84 年には新規に調理麺機の導入も行なって
います。その後、大手コンビニエンスストアから製
造依頼を受けたうえ、食事に手軽さを求めるライフ
スタイルへの移行とも相まって、調理麺が爆発的に
売れるようになり、当社の主力商品も次第に袋麺か
ら調理麺へとシフトしていきました。
　ちなみにソフト麺の学校給食事業は、近年は少子
化による事業縮小傾向が強まっていたうえ、夏休み
期間などの提供休止期間もあり、年間を通じた従業
員の労働環境をどう安定させるかという課題を抱え
ていましたので、そうした状況を踏まえ、2013 年３
月をもって学校給食事業から完全撤退しています。

　課題は夏場と冬場の販売量ギャップ

── 改めて調理麺事業の特徴について教えてくだ
さい。
　調理麺の大きな特徴は季節によって需要が大きく
変動することです。調理麺は暑い時期になっていく
のに従って、のどごしがよく、涼しさを感じられる
冷たい麺類の販売量が一気に伸びます。この時期は
ご飯モノの弁当類はお客様から敬遠されがちで、ど
このコンビニエンスストアやスーパーマーケットの
惣菜コーナーへ行っても一人勝ち状態、黙っていて
も売れる時期です。逆に、気温が下がっていく、秋
から冬にかけては需要が減っていきます。温かいも
のが好まれるようになり、弁当をはじめ、他の売れ
筋の惣菜との間に埋没してしまいがちです。
　調理麺事業に進出した初期の頃は、ピーク時であ
る夏場の１日当たりの出荷量が６万食あったのに対

キシング機などを相次いで導入していきました。
　当時の主力は生ラーメンや生うどん、生そばと
いった個々の生麺をパッケージした袋麺で、高度
経済成長期ということもあって需要が右肩上がり
で伸びていきました。また、自社物流による個店
に対するルートセールス力を活かし、他社の商品
の委託販売まで請け負うようになっていきました。
ただ、全国展開する量販店がどんどん力を付けて
いた時代でもあり、大手が物流センターによる配
送効率化を図るようになり、そうしたなかで、当
社の強みであった個店配送が利益を出しにくい厳
しい状況へと変わっていき、次第に苦しい状況へ
追い込まれていったのです。

　関東エリアで初めて調理麺を手がける

──事業環境が次第に厳しくなるなかで、どのよう
なことに取り組まれたのでしょうか。
　89 年９月に２代目社長に就任した夫・晴巳が目
を付けたのが、麺とつゆ、そして具材を組み合わせ
た調理麺でした。調理麺はすでに 70 年代半ばに東
京・五反田にあった東洋食品が、紙製の容器に茹で
そばを８分割して入れた「わりこ蕎麦」という商品
を新幹線の車内で販売していました。それを見た兵
庫県の機械メーカーが、機械化して大量生産を始め
たのが調理麺のルーツだそうです。
　その関西で調理麺の製造方法を学び、関東の市場
で受け入れられるよう、蕎麦やうどんのつゆを薄口
から濃口に変えるといった工夫をしながら、当社が
80 年代前半に関東で初めて調理麺の製造を始めま
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武蔵野銀行  越谷支店

 　蓮見　良平　支店長

取 材 後 記

　株式会社デリモ様は 1948 年創業、今年で 77 年目
を迎えます。創業当初は麺の店頭販売を行っていまし
たが、1963 年学校給食への麺導入をきっかけに、埼
玉県東部地域の各学校への供給を行いました。その後、
高度成長期もあり麺類の需要が増加。大手スーパー
マーケットとの取引開始し業容拡大いたしました。　　　　
　1980 年代には大手コンビニエンスストアとの取引
開始。現在は調理麺に惣菜をプラスし付加価値を高め
た商品を提供しております。また、福利厚生にも力を
入れており、2009 年には企業内保育園を開園。2015
年には高齢者が元気で働くアンテナショップを開業し
子供食堂を提供するなど、地域に根ざした活動を実施
しています。
　「おいしい時間を、あなたと」をブランドコンセプ
トに掲げ、100 年企業を目指している株式会社デリモ
様の更なる発展に貢献していきたいと思っています。

ら、これからもっと広く多くのお客様へ食を届けた
いという思いを込めました。この新ブランドを社会
に広めていく狙いから、2022 年２月、本社移転と
同時に社名も変更しました。これにより、生産能力
の向上と、長年培われてきた高い商品開発力や技術
力を最大限に活かした高付加価値商品を生み出して
いける体制を構築できたと考えています。
──栗田社長は従業員支援にも積極的に取り組まれ
ていると伺いました。
　2009 年４月に従業員支援事業として、企業内保
育園である「kurita のんな」を開設しています。“ の
んな＝ nonna” とはイタリア語でおばあちゃんのこ
と。おばあちゃんのおうちのような保育園として、
従業員の 0 ～ 2 歳の子どもたちを預かることで、
安心して働いてもらうことが目的でした。その後、
認定保育園へ移行し、本社・工場の移転後も引き続
き越谷市内で運営を継続しています。本社・工場の
移転に当たっては、新たな保育園開設を従業員から
求められ、2022 年 6 月には企業主導型保育園「お
ひさまレッジョ保育園」を新たに柿木町公園内にオ
ープンしています。
　また、デリモで長く仕事をして退職されたシニア
が新たに生き生きと働くことができる場として、カ
フェ「シェアダイニング サルーテ」を 2015 年 9
月に越谷市にオープンしました。当社の主力商品の
一角を担うパスタを中心にお客様にお出ししてい
ます。スタッフの平均年齢は 69 歳で、最高年齢は
75 歳。メニュー開発は当社で行い、料理工程を少

なくして、できるだけワ
ンプレートで提供するよ
うにし、調理場ではやけ
どや火災防止のため、電
磁調理器を使用。食器は
比較的安価なものを揃え、
たとえ落として割れてし
まっても、スタッフが気に
しない容器にしています。
シニアが働くうえでの不安要
素をできるだけ軽減した働き
やすい環境づくりに向け、

コーポレートブランドと商品ブランドのリブランデ
ィングでした。
　ブランドコンセプトとして「おいしい時間を、あ
なたと」と掲げ、デリモの商品を通して、“ 忙しい
人でもおいしい食事の時間をとれること ” や、デリ
モの従業員が “ 商品づくりを行う姿勢 ” を表現しま
した。
　社名については、従業員と一緒にプロジェクトチ
ームを結成し、当社の未来像を描いていくなかでい
くつか候補が浮かび、最終的に残ったのが「デリモ」
でした。デリモの「デリ」は安心・安全な食づくり
を行なう「デリカカンパニー」を、デリモの「モ」
はもっとを意味する英語の「モア」から取り、お客
様とつくり手の私たちが「おいしい時間」でつなが
り、「もっとその輪を広げていく」という意味を表
しています。
　デリカカンパニーとして事業領域を拡張しなが

本社所在地：埼玉県草加市柿木町宝 1338 番地 15
創　　　業：1948（昭和 23）年 9 月
設　　　立：1967（昭和 42）年 7 月
資　本　金：9,000 万円
従 業 員 数 ：約 400 名
事 業 内 容 ：調理麺・惣菜等製造
取　引　店：越谷支店

社づくりを前向きに目指していきたい」と意気込ん
でいます。当社がこの先 100 年企業へと成長して
いけるよう、引き続きお客様に喜んでいただける商
品をつくり、従業員が誇りを持って働くことができ
る会社づくりを従業員一丸となって目指してまいり
ます。

今も試行錯誤中です。
　このサルーテでの経験をステップに、さらに障が
い者を雇用するための特例子会社スマート Fun を
2018 年に立ち上げました。現在は８名の障がい者
を雇用しており、当社のコンテナの洗浄や軽作業に
携わってもらっています。障がい者にとって働きや
すい職場とは、従業員全員にとっても働きやすい職
場であり、職場全体の環境改善にもつながっていま
す。本社でも２名の障がい者を直接雇用し、全体で
の障がい者雇用率は国が求める基準を大きく上回る
状況です。
──最後に、今後の目標について教えてください。
　今 2025 年３月期の売上高は、70 億円強を見込
んでいます。大切なのは見かけの売上高の数字では
なく、惣菜メーカーとして強い経営体質を構築して
いくことです。季節による売り上げの変動をより少
なくしていき、１年間を通して生産を平準化してい
くことが重要ですので、そのためにも商品開発力を
さらにアップさせていかなくてはなりません。
　2025 年４月には専務の社長就任を決定してお
り、すでに従業員、株主の皆様にもお伝えしていま
す。元々は夫・晴巳から息子の慶太郎へバトンタッ
チする予定でしたが、経営改革などの必要性などか
ら、私が社長を 13 年間務めさせていただきました。
今は新社長の片腕となる人材の育成も進めていると
ころです。専務も「社長の真似ではなく、私は違う
分野で独自性を発揮し、従業員一人ひとりとデリモ
の将来像を共有しながら、従業員が誇りの持てる会

■株式会社デリモ 概要
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武蔵野銀行  越谷支店

 　蓮見　良平　支店長

取 材 後 記

　株式会社デリモ様は 1948 年創業、今年で 77 年目
を迎えます。創業当初は麺の店頭販売を行っていまし
たが、1963 年学校給食への麺導入をきっかけに、埼
玉県東部地域の各学校への供給を行いました。その後、
高度成長期もあり麺類の需要が増加。大手スーパー
マーケットとの取引開始し業容拡大いたしました。　　　　
　1980 年代には大手コンビニエンスストアとの取引
開始。現在は調理麺に惣菜をプラスし付加価値を高め
た商品を提供しております。また、福利厚生にも力を
入れており、2009 年には企業内保育園を開園。2015
年には高齢者が元気で働くアンテナショップを開業し
子供食堂を提供するなど、地域に根ざした活動を実施
しています。
　「おいしい時間を、あなたと」をブランドコンセプ
トに掲げ、100 年企業を目指している株式会社デリモ
様の更なる発展に貢献していきたいと思っています。

ら、これからもっと広く多くのお客様へ食を届けた
いという思いを込めました。この新ブランドを社会
に広めていく狙いから、2022 年２月、本社移転と
同時に社名も変更しました。これにより、生産能力
の向上と、長年培われてきた高い商品開発力や技術
力を最大限に活かした高付加価値商品を生み出して
いける体制を構築できたと考えています。
──栗田社長は従業員支援にも積極的に取り組まれ
ていると伺いました。
　2009 年４月に従業員支援事業として、企業内保
育園である「kurita のんな」を開設しています。“ の
んな＝ nonna” とはイタリア語でおばあちゃんのこ
と。おばあちゃんのおうちのような保育園として、
従業員の 0 ～ 2 歳の子どもたちを預かることで、
安心して働いてもらうことが目的でした。その後、
認定保育園へ移行し、本社・工場の移転後も引き続
き越谷市内で運営を継続しています。本社・工場の
移転に当たっては、新たな保育園開設を従業員から
求められ、2022 年 6 月には企業主導型保育園「お
ひさまレッジョ保育園」を新たに柿木町公園内にオ
ープンしています。
　また、デリモで長く仕事をして退職されたシニア
が新たに生き生きと働くことができる場として、カ
フェ「シェアダイニング サルーテ」を 2015 年 9
月に越谷市にオープンしました。当社の主力商品の
一角を担うパスタを中心にお客様にお出ししてい
ます。スタッフの平均年齢は 69 歳で、最高年齢は
75 歳。メニュー開発は当社で行い、料理工程を少

なくして、できるだけワ
ンプレートで提供するよ
うにし、調理場ではやけ
どや火災防止のため、電
磁調理器を使用。食器は
比較的安価なものを揃え、
たとえ落として割れてし
まっても、スタッフが気に
しない容器にしています。
シニアが働くうえでの不安要
素をできるだけ軽減した働き
やすい環境づくりに向け、

コーポレートブランドと商品ブランドのリブランデ
ィングでした。
　ブランドコンセプトとして「おいしい時間を、あ
なたと」と掲げ、デリモの商品を通して、“ 忙しい
人でもおいしい食事の時間をとれること ” や、デリ
モの従業員が “ 商品づくりを行う姿勢 ” を表現しま
した。
　社名については、従業員と一緒にプロジェクトチ
ームを結成し、当社の未来像を描いていくなかでい
くつか候補が浮かび、最終的に残ったのが「デリモ」
でした。デリモの「デリ」は安心・安全な食づくり
を行なう「デリカカンパニー」を、デリモの「モ」
はもっとを意味する英語の「モア」から取り、お客
様とつくり手の私たちが「おいしい時間」でつなが
り、「もっとその輪を広げていく」という意味を表
しています。
　デリカカンパニーとして事業領域を拡張しなが

本社所在地：埼玉県草加市柿木町宝 1338 番地 15
創　　　業：1948（昭和 23）年 9 月
設　　　立：1967（昭和 42）年 7 月
資　本　金：9,000 万円
従 業 員 数 ：約 400 名
事 業 内 容 ：調理麺・惣菜等製造
取　引　店：越谷支店

社づくりを前向きに目指していきたい」と意気込ん
でいます。当社がこの先 100 年企業へと成長して
いけるよう、引き続きお客様に喜んでいただける商
品をつくり、従業員が誇りを持って働くことができ
る会社づくりを従業員一丸となって目指してまいり
ます。

今も試行錯誤中です。
　このサルーテでの経験をステップに、さらに障が
い者を雇用するための特例子会社スマート Fun を
2018 年に立ち上げました。現在は８名の障がい者
を雇用しており、当社のコンテナの洗浄や軽作業に
携わってもらっています。障がい者にとって働きや
すい職場とは、従業員全員にとっても働きやすい職
場であり、職場全体の環境改善にもつながっていま
す。本社でも２名の障がい者を直接雇用し、全体で
の障がい者雇用率は国が求める基準を大きく上回る
状況です。
──最後に、今後の目標について教えてください。
　今 2025 年３月期の売上高は、70 億円強を見込
んでいます。大切なのは見かけの売上高の数字では
なく、惣菜メーカーとして強い経営体質を構築して
いくことです。季節による売り上げの変動をより少
なくしていき、１年間を通して生産を平準化してい
くことが重要ですので、そのためにも商品開発力を
さらにアップさせていかなくてはなりません。
　2025 年４月には専務の社長就任を決定してお
り、すでに従業員、株主の皆様にもお伝えしていま
す。元々は夫・晴巳から息子の慶太郎へバトンタッ
チする予定でしたが、経営改革などの必要性などか
ら、私が社長を 13 年間務めさせていただきました。
今は新社長の片腕となる人材の育成も進めていると
ころです。専務も「社長の真似ではなく、私は違う
分野で独自性を発揮し、従業員一人ひとりとデリモ
の将来像を共有しながら、従業員が誇りの持てる会

■株式会社デリモ 概要
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